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林

一
林
業
総
合
調
査
と
林
業
構
造
改
善

久
万
町
が
農
業
構
造
改
善
と
の
関
連
か
ら
独
自
の
林
業
振
興
の
方
向
を
摸
索
す
る
、

林
業
総
合
調
査
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
三
七
̃
三
八
年
の
二
か
年
で
あ
る
。
愛
媛
大

学
農
学
部
林
学
科
五
研
究
室
が
県
事
務
所
林
業
課
の
協
力
を
得
て
、
林
家
、
現
地
等

調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
で
は
、
地
域
と
し
て
育
林
生
産
、
素
材
生
産
、
流
通
、
加
工
、
製
品
流

通
の
各
過
程
の
組
織
化
及
び
各
過
程
相
互
間
の
有
機
的
関
連
構
造
の
形
成
を
は
か
る

べ
き
と
結
論
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
構
想
を
基
本
に
お
い
て
、
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
を
四
〇
̃
四
二
年
に

実
施
し
た
。
内
容
は
林
道
開
設
と
素
材
生
産
施
設
が
主
で
あ
り
、
事
業
主
体
は
当
時

合
併
の
し
て
い
な
い
弱
体
な
森
林
組
合
で
、
事
業
遂
行
上
、
非
常
に
困
難
を
極
め
、

四
一
年
三
月
に
久
万
森
林
組
合
、
川
瀬
森
林
組
合
と
父
二
峰
森
林
組
合
が
合
併
し
新

組
合
と
し
て
発
足
し
、
今
日
の
久
万
町
森
林
組
合
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
森
林
組
合

の
強
化
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
林
業
行
政
に
は
無
縁
に
近
か
っ
た
町
が
、

前
述
し
た
林
業
総
合
調
査
、
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
実
施
な
ど
に
お
い
て
地
域

林
業
行
政
が
認
識
さ
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。

第1次林業構造改善事業(昭40→42)

区

分 事業区分・事業種目 

受益戸数 事 業 の 内 訳 事 業 費 

経営基盤の 充実 

分 収 造 林 45戸 あっせん、測量、林地条件調査 150千円 

国 有 林 の 活 用 30 測量、林地条件調査、経営計画作成 140 

林 地 流 動 化 47 あっせん、測量、林地条件調査 154 

林 地 集 団 化 38 II 121 

小 計 160 565 

生産基盤 林 道 の 開 設 324 9線、6,900m開設 53,329 

整 備 小 計 324 53,329 

資本装備の 

素材生産の近代化 150 
集材器1台、トラック1台、チェンソー10台 

10,900 トラクター1台、索道3台、櫻亨械倉庫1棟 

造林 の 近代 化 366 
刈払機15台、植穴掘年幾15台、トラック1台 

3,315 目立機5台、チェシソー3台 

種苗生産施設の設置 700 
耕転機2台、水槽2基、梱包機2台、作業小屋1棟、 

1,676 

高 度 化 スプリンクラー1台、定置パイプ2、堆肥舎1棟 

椎茸生産施設の設置 80 
轟:燥〆幾7台、軽架線1、チェンツー3台、 

4,050 乾燥室7棟 
小 計 1,296 19,941 

早期育成 在来樹種の早期育成 展示林 680 

林業経営 小 計 680 

協業の推進 
造林保育班 小計 

オートバイ1台、トランシーバー1台、 

487 487 

測量器具3台 

予 備 費 7,998 

合 計 1,780 83,000 
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第2次林業構造改善事業(昭49へ52)

事 業 区 分 
事 業 種 目 

受益 戸数 

事 業 の 内 容 
事業費 

千円 大 区 分 小 区 分 

経営基盤の 充実事業 高度集約団 地協業経営 促進事業 

集約育林事業 128 ポット造林12ha、枝打81ha 7,830 

林道の 開設 
128 市ケ峠線中村コース、L葛500m、W-4.Om 5,100 

128 市ケ峠線若宮コース、L-200m、W-4.Om 3タ400 

基幹作業道の開設 128 L-4,800m、W-4.Om 16,800 

小 計 128 33,130 

資本装備の 

生産施設の 設置 

素材生産施設の 
750 

機械保管倉庫1棟384n至、集材機3台 
24,524 

設 置 トラック1台、チェシソー10台 

造林施設の設置 150 刈払機8台 380 

特殊林産物生産 
13 

椎茸乾燥機1台、給水施設1ヶ所、 
2,496 

施設の設置 椎茸乾燥用建物1棟 48壷 

細 計 913 27,400 

高度化事業 

林産物集出 荷貯蔵施設 の設置 

木材集出荷施設 5町村 貯木場整備(舗装)4,658壷、焼却炉1基 
22タ000 

の 設 置 5組合 フォークリフト2台、敷砂利8,968壷 

特殊林産物集出 荷施設の設置 

35組合 作業用建物1棟529壷 35,000 

細 計 57,000 

小 計 84,400 

協業の 推進事業 

協業促進 事業 

協業事業計画樹 立促進事業 

900 協業計画樹立1件、航空写真50枚 1,702 

協業生産基盤の 整備事業 

19 梅ノ木谷線 L-1,700m、W-4.Om 31,650 

18 菅生・宮ノ前線 L-1,400m、W-4.Om 23,900 

24 嵯峨山・三本松線 L-1,400m、W-4.Om 28,950 

作業道整備事業 480 トラックターショベル1台8.3七 7,000 

小 計 1,441 93,202 

計 210,732 

予 備 費 15,268 

合 計 226,000 

第2次林業構造改善追加事業(昭54へ55)

事 業 区 分 
事業種目 事業主体 工種又は施設区分 

事 業 量 

事業費 千円 大区分 小区分 B 

経営基盤 の 充実事業 

高度集約 団地協業 経営促進 事業 

久万町 森林組合 

集約育林、新権、桧 5ha 2,880 

枝 打 51ha 7,020 

そ の 他 育 林 - 
900 

細 計 10,800 

II 基 幹 作 業 道 
Lこ700m Wこ4.Om 

7,000 

合 計 17,800 
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協業 の推進 事業 

協業促進 事業 

協業事業 計画樹立 促進事業 

久万町 森林組合 

1 件 30ha 760 

協業生産 基盤の 整備事業 

II 

林 道(千子田線) L二686m 1路線 

W二4.Om 

24,000 

林道(瀬戸、上厚線) l路線
Lこ1′325m 

W二4.Om 

53,000 

細 計 77,000 

合 計 77,760 

言 十 955,560 

予 備 相 賀 1,440 

合 計 97,000 

新林業構造改善実験事業(昭54→57)

事 業 種 目 事業主体 工種又は施設区分 事 業 量 
事業費 

千円 

林 業 活 動 高 度 

流 通 施 設 木材集出荷 愛媛県森林 
貯木場施設整備増設 1カ所 7,727壷 16,500 

整 備 事 業 貯 蔵 施 設 組合連合会 

加工施設整備 国 産 材 久 万 町 

フ ォ ークリ フト 2 台 5,000 

目 立 機 1 台 1,020 

帯 鋸 5 台 28,810 

丸 鋸 4 台 1,825 

耳 す り 機 2 台 3,220 

自 動 送 材 機 1 台 8,840 

チ ッ
パ ー 機 1 台 1,750 

チ ッ プ吹上装置 1 式 500 

化 施 設 整 備 事 業 

事 業 加 工 施 設 森林組合 集 じ ん 装 置 1 式 1,500 

剣 皮 施 設 1 式 17,836 

作 業 用 建 物 1 棟1,106.76壷 40,082 

製 品 保 管 庫 1 棟 495.00壷 13,762 

管 理 棟 1 棟 108.30壷 11,118 

貯木場整備新設 1カ所14,677.59壷 75,000 

そ の 他 30タ550 

小 計 240,813 

広域林業活動 施設整備事業 

情報処理施設 
愛媛県森林 組合連合会 

情報処理用機械器具 1式 27,500 

合 計 284,813 

事 業 費 合 計 284,813 

予 備 費 14,595 

総 合 計 299,408 



第
四
編

産
業
経
済

林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
一
次
に
続
き
二
次
、
新
林
樺
に
発
展
し
た
が
二
次
林
橋

は
、
一
次
林
樺
の
生
産
対
策
を
基
盤
に
流
通
対
策
を
加
え
、
協
業
対
策
の
強
化
、
更

に
森
林
総
合
利
用
の
展
開
、
ま
た
、
木
材
加
工
事
業
へ
の
進
出
な
ど
、
林
業
構
造
改

善
事
業
に
新
生
面
を
取
り
入
れ
た
の
が
特
徴
と
な
っ
て
き
た
。

昭
和
四
九
̃
五
二
年
度
の
二
次
林
橋
に
補
足
事
業
と
し
て
五
四
年
̃
五
五
年
追
加

林
構
事
業
も
実
施
し
て
き
た
。
昭
和
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
低
成
長
期
に
お

け
る
事
業
展
開
で
あ
り
厳
し
い
財
政
事
情
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
林
業
生
産
活
動
を

一
層
助
長
さ
せ
る
事
業
成
果
を
あ
げ
た
。

昭
和
五
四
年
度
、
国
産
材
加
工
施
設
を
新
林
橋
の
実
験
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
郡
内
四
ケ
町
村
を
一
つ
と
す
る
久
万
地
域
と
し
て
の
指
定
を
受
け
約

六
億
円
の
事
業
費
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
事
業
は
小
径
材
の
処
理
と
一
般
材
の
加
工
過
程
と
生
産
、
流
通
加
工
に
至
る

施
設
を
一
体
的
に
整
備
し
、
林
業
活
動
の
活
発
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
当
町
に
お
い
て
は
特
に
こ
の
点
に
着
目
、
国
産
材
加
工
施
設
を
最
重
点

事
業
と
し
た
。
当
時
の
製
材
工
場
と
し
て
は
、
最
新
の
内
陸
大
型
工
場
の
設
置
で
あ

り
郡
一
帯
か
ら
の
広
域
集
荷
を
目
標
に
間
伐
材
加
工
処
理
と
良
質
材
五
五
〇
〇
立
方

㍍
の
製
品
化
を
進
め
て
き
た
。

区 分 面 横 

建 物 mき 

他敷地 3,601.00 

貯木場 6,252.50 

道 路 3,680.14 

その他 l, 143.95 

合∴計 14,677.59 

九

国産材加工施設見取図



久万町森林組合国産材加工施設事業概要

機械(施設)名 型 式 規 模 必 要 数 量 

フォークリフト FD25 2.5七 2台 

目 立 機 B G 7 1台 

帯 鋸 

KV43 22KW 自動昇降 1台 

KV43 15KW 2台 

KV-RF4311KW自動ローラー 1台 

BT43.11KW ツイン 1台 

丸 鋸 
チ ッ プ ソ

ー 付 3台 

2m 3m 4m用 l台 

耳 す り 機 HM4D 電気歩出機付 2台 

自 動送材機 
BBH 800 20mレール 

1台 
LH800 ターナー3列式付 

チ ッ
パ ー 機 NFC23アンダーフィード型 1台 

チップ吹上装置 送 風 機 5.5KW 1式 

集 じ ん装置 1式 

剥 皮 施 設 
50 HP ポ ン プ 

1式 
7.5KW コンプレッサー 

作業用建物 鉄 骨 平 家(1部2階) 1棟1,106.76壷 

製品保管庫 鉄 骨 平 家 1棟 495.00壷 

管 理 棟 木 造 平 家 1棟 108.30壷 

貯木場整備新設 1ヶ所14,677.59n壬 

昭
和
四
四
年
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
上
浮
穴
地
方
育
林
技
術
体
系
を
策
定
し
、
総

合
調
査
で
得
ら
れ
た
ご
と
く
、
育
林
目
標
を
優
良
無
節
材
及
び
優
良
大
径
材
の
育
成

に
お
い
て
、
主
産
地
形
成
に
必
要
な
集
約
的
枝
打
ち
、
間
伐
作
業
を
体
系
に
基
づ
い

て
県
町
村
、
森
林
組
合
、
篤
林
家
が
一
体
と
な
っ
て
、
普
及
指
導
が
行
わ
れ
、
地
域

を
あ
げ
て
同
一
の
技
術
体
系
に
従
っ
て
の
保
育
管
理
を
励
行
し
形
質
の
揃
っ
た
原
木

を
恒
常
的
に
生
産
し
う
る
基
盤
造
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
育
林
技
術
体
系
」
が
策
定
さ
れ
か
ら
約
二
〇
年
が
経
過
し
、
林

業
を
と
り
ま
く
情
況
は
、
外
材
の
進
出
、
住
宅
建
設
の
停
滞
に
よ
る
材
木
需
要
が
減

少
、
木
造
率
の
低
下
等
、
極
め
て
厳
し
く
、
と
も
す
れ
ば
、
林
業
経
営
意
欲
の
減
退

を
招
き
、
山
村
社
会
に
重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
先
に
策
定
後
実
施
し
て
き
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
後
の
研
究
の
成

果
や
社
会
の
変
化
、
木
材
に
対
す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
考
慮
し
て
、
若
干
の

改
正
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
次
の
表
は
当
初
策
定
し
た
も
の
で
、
表
の
上
浮
穴
地
方

育
林
技
術
体
系
図
は
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

上
浮
穴
郡
林
業
振
興
協
議
会
と
育
林
技
術
体
系
の
策
定

林
業
総
合
調
査
で
久
万
林
業
の
あ
る
べ
き
方
向
と
し
て
基
本
的
な
指
針
が
出
さ
れ
、

今
後
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
実
践
す
る
か
担
当
す
る
県
事
務
所
林
業
課
で
は

そ
の
指
導
要
領
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
関
係
町
村
の
林
業
行
政
を
一
体
的
に
進
め

る
と
い
う
こ
と
で
久
万
町
を
包
括
し
た
上
浮
穴
郡
全
域
に
拡
大
し
て
進
め
る
べ
き
と

い
う
結
論
に
達
し
、
そ
の
推
進
母
体
と
し
て
昭
和
四
一
年
上
浮
穴
郡
林
業
振
興
協
議

会
を
発
足
さ
せ
た
。
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改 正 前

生産目標10.5cm角3m柱用原木 

(1本の木より2玉採り) 

伐 期 25
̃

30 年 

樹 高16 m 

胸高直径18 cm 

伐採本数 2,000本/ha 

材 積 400n言/ha 

改 正 後

生産目標10.5cm角柱用原木 

(1本の木より2玉採り) 

伐 期 35 年 

樹 高18 m 

胸高直径 21cm 

伐採本数1,500本/ha 

材 積 460壷/ha 
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三

原
木
市
場
の
開
設

上
浮
穴
郡
は
県
下
で
は
有
数
の
木
材
生
産
地
で
、
県
内
木
材
生
産
量
の
一
四
・

五
%
を
占
め
て
い
る
。
本
町
に
は
松
山
営
林
署
久
万
貯
木
場
を
含
め
て
五
市
場
あ
り
、

久万町内素材市場の実績

名 称 取扱数量㈹ ス ギ㈱ ヒノキ㈲ その他㈱ 

県森連久万山木材市場 24,079 73 23 4 

久万町森林組合木材市場 22,454 80 17 3 

㈱ 久 万 木 材 市 場 31,632 63 26 11 

㈱父二峰木材市場 12,657 80 10 10 

松山営林署久万貯木場 13,650 40 60 
ー 

計 104,772 67 27 6 

い
ず
れ
も
昭
和
四
四
年
開
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
沿
革
は
新
し
い
。
年
間
取
扱
量
は

一
〇
万
五
〇
〇
〇
立
方
㍍
で
あ
る
。
そ
の

内
ス
ギ
六
五
%
、
ヒ
ノ
キ
二
七
%
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
間
伐
林
分
か
ら
出
材
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
原
木
の
引
き
取
ら
れ
て
ゆ
く

先
さ
は
、
県
内
製
材
業
者
(
松
山
、
伊
予
市

周
辺
)
七
〇
%
の
ほ
か
広
島
、
高
知
、
九

州
な
ど
県
外
の
業
者
な
ど
で
毎
回
の
市
に

は
五
〇
̃
六
〇
の
買
手
で
競
り
売
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。
地
元
の
業
者
は
一
〇
名
程

度
で
、
買
い
方
の
主
力
は
や
は
り
松
山
の

製
材
業
著
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

表
は
、
各
市
場
の
取
扱
い
量
の
実
績
と

森
林
組
合
の
市
場
と
県
森
連
市
場
の
地
域

別
素
材
の
売
上
げ
量
で
あ
る
。

久万町森林組合木材市場地域別売り上げ量(昭和61年度)

(樹種:スギ、末口径: 13→20cm)

胸 地 域 材積(壷) 平均単価指数 肌 地 域 材積(壷) 平均単価指数 

1 上 浮 穴 2,891 105 7 高 知 県 8 195 

2 松 山 2,117 94 8 広 島 県 42 197 

3 大 洲 

81 245 93 63 

9 岡 山 県 

4 八 幡 浜 10 香 川 県 

5 東 予 11 徳 島 県 

6 宇 和 島 41 172 
= 県外小計 50 197 

愛媛県小計 5,375 99 合 計 5タ425 100 



地域別素材売り上げ量(樹種:ヒノキ、末口径: 13→20cm)
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肌. 地 域 材積(壷) 平均単価指数 Nα 地 域 材積(露) 平均単価指数 

1 上 浮 穴 710 105 7 高 知 県 59 67 

2 松 山 

575 19 86 87 

8 広 島 県 

21 1 167 85 

3 大 洲 9 岡 山 県 

4 八 幡 浜 10 香 川 県 

5 東 予 256 122 11 徳 島 県 

6 宇 和 島 23 98 県 某外小計 81 93 

愛 媛県小計 1,583 100 合 計 1,664 100 

県森遵木材市場地域別売り上げ量(昭和61年度)

(樹種:ヒノキ、末口径: 13へ20cm)

M. 地 域 材積(壷) 平均単価指数 賄. 地 域 材積(亜) 平均単価指数 

1 上 浮 穴 292 113 7 高 知 県 37 89 

2 松 山 711 90 8 広 島 県 

21 2 161 98 

3 大 洲 14 119 9 岡 山 県 

4 八 幡 浜 23 99 10 香 川 県 

5 東 予 68 144 11 徳 島 県 0 111 

6 宇 和 島 141 95 県 某外小計 60 114 

愛 媛県小計 1,249 99 合 計 1,309 100 



県森連木材市場地域別素材売り上げ量(樹種:スギ、末口径: 13へ20cm)
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賄. 地 域 材積(壷) 平均単価指数 胸. 地 域 材積(壷) 平均単価指数 

1 上 浮 穴 2,450 105 7 高 知 県 16 71 

2 松 山 5,101 98 8 広 島 県 

36 2 150 65 

3 大 洲 

4 65 121 61 

9 岡 山 県 

4 八 幡 浜 10 香 川 県 

5 東 予 11 徳 島 県 

6 宇 和 島 37 139 県外小計 54 123 

愛媛県小計 7,657 100 合 計 7タ711 100 

三
九
八

四

久
万
町
木
材
流
通
合
理
化
審
議
会
発
足

昭
和
四
六
年
、
久
万
町
は
町
議
会
議
員
、
森
林
組
合
役
員
、
県
職
学
識
者
等
を
委

員
と
し
て
久
万
町
木
材
流
通
合
理
化
審
議
会
を
発
足
さ
せ
、
久
万
材
の
流
通
諸
問
題

に
つ
い
て
、
研
究
討
議
を
重
ね
た
。
業
界
か
ら
強
い
要
望
に
よ
り
森
林
組
合
、
業
者

の
協
同
資
本
に
よ
る
優
良
材
製
品
セ
ン
タ
1
設
置
構
想
が
あ
っ
て
設
立
準
備
会
開
催

ま
で
至
っ
た
が
、
合
同
に
よ
る
会
社
運
営
は
そ
の
本
質
的
基
盤
の
相
違
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、
結
局
業
界
の
足
並
が
揃
わ
ぬ
ま
ま
、
こ
の
構
想
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
総
合

的
な
流
通
合
理
化
計
画
基
本
構
想
を
樹
立
し
、
農
林
工
業
導
入
促
進
法
の
適
用
を
受

け
、
国
、
県
の
指
導
助
言
を
受
け
な
が
ら
木
材
工
業
を
久
万
地
方
の
重
要
産
業
と
し

て
進
め
て
ゆ
く
よ
う
答
申
が
出
さ
れ
た
。

昭
和
四
七
年
、
同
審
議
会
の
基
本
構
想
を
受
け
て
、
久
万
町
工
業
導
入
専
門
委
員

会
を
発
足
し
、
次
の
よ
う
な
認
識
に
た
っ
て
方
針
を
か
た
め
た
。
久
万
町
は
、
集
約

施
業
に
よ
る
良
質
材
生
産
の
体
系
が
広
く
一
般
に
普
及
し
久
万
林
業
と
し
て
全
国
的

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
、
素
材
総
生
産
量
の
二
〇
%
が
久
万
材
と
し
て
の

優
良
材
で
あ
り
、
八
〇
%
は
一
般
材
で
あ
る
。

し
か
し
年
次
的
に
良
質
材
が
増
加
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
が
、
現
状
の
よ
う
な

木
材
価
格
の
低
迷
が
将
来
も
続
く
と
す
れ
ば
折
角
の
良
質
材
生
産
体
系
が
頓
挫
を
き

た
す
と
同
時
に
町
の
主
力
産
業
で
あ
る
林
業
の
停
滞
は
、
町
経
済
発
展
の
根
幹
か
ら

崩
壊
さ
せ
る
結
果
に
も
な
る
。

こ
の
観
点
か
ら
従
来
の
素
材
販
売
中
心
の
流
通
か
ら
、
製
材
加
工
、
更
に
第
二
次
、

第
三
次
加
工
を
含
め
た
木
材
の
工
業
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
積
極
的
に
進
展
し
、
昭
和
四
八
̃
四
九
年
に
木
材
工
業
導
入
用
地



の
買
収
に
と
り
か
か
り
、
約
一
〇
㌶
の
土
地
の
買
収
を
し
た
。
そ
の
一
角
に
新
林
業

構
造
改
善
実
験
事
業
で
、
久
万
町
森
林
組
合
の
事
業
主
体
で
、
国
産
材
加
工
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
五
五
年
土
地
造
成
に
着
手
し
、
施
設
は
五
六
̃
五
七

年
に
整
備
完
成
さ
せ
た
。

五

林
業
教
育

○
林
業
ま
つ
り

昭
和
四
六
年
か
ら
毎
年
一
〇
月
中
旬
に
森
林
組
合
の
構
内
を
主
会
場
で
開
催
し
、

全
国
か
ら
二
万
̃
三
万
五
〇
〇
〇
名
の
参
観
者
を
迎
え
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
起
源
は
、
上
浮
穴
林
業
振
興
協
議
会
が
郡
民
の
林
業
生
産
意
欲

を
高
揚
し
、
内
外
に
久
万
林
業
と
林
産
を
紹
介
す
る
た
め
に
始
め
た
も
の
で
あ
り
、林業まつり

第
三
章

林

業

第
一
回
の
名
称
は
「
上
浮
穴
林
業
大
会
」
と
称
し
、
第
二
回
か
ら
久
万
林
業
ま
つ
り

と
改
め
た
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
郡
産
出
の
優
良
製
材
品
、
磨
丸
太
、
緑
化
樹
等
の

展
示
、
即
売
や
林
業
資
料
館
に
は
、
実
践
の
資
料
、
参
考
パ
ネ
ル
の
展
示
と
郷
土
物

産
の
即
売
店
、
野
外
で
は
林
研
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
山
菜
の
珍
味
を
食
べ
さ
す
ふ
る
さ

と
食
堂
と
の
ど
自
慢
大
会
や
郷
土
芸
能
大
会
な
ど
を
開
催
、
三
日
間
に
わ
た
る
林
業

の
イ
ベ
ン
ト
を
郡
民
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
五
八
年
よ
り
、
林
業
振
興
協
議
会
事
務
局
な
ど
の
事
情
に
よ
り
上

浮
穴
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
き
た
林
業
ま
つ
り
は
久
万
町
独
自
の
行
事
と
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
以
来
、
町
は
各
機
関
、
団
体
の
協
力
を
得
て
昭
和
五
八
年

は
林
業
危
機
究
破
大
会
、
五
九
年
、
間
伐
促
進
大
会
な
ど
を
折
込
み
「
良
質
材
の
主

産
地
形
成
」
を
目
標
に
開
催
す
る
。
久
万
林
業
の
ま
つ
り
は
、
林
業
の
振
興
の
み
で

な
く
、
地
場
産
業
を
テ
ー
マ
と
す
る
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地
域
に
定
着
し
た
。

そ
し
て
昭
和
五
九
年
に
は
、
県
民
は
も
と
よ
り
全
国
に
も
知
ら
れ
期
待
さ
れ
る
愛
媛

の
ま
つ
り
五
〇
選
に
選
ば
れ
た
。
地
域
住
民
一
体
と
個
性
あ
る
行
事
と
し
て
年
々
盛

会
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

六

婦
人
林
業
教
室

昭
和
四
九
年
一
二
月
、
町
、
森
林
組
合
、
林
研
が
主
催
し
、
初
級
婦
人
林
業
教
室

を
開
催
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
林
業
主
産
地
づ
く
り
の
た
め
の
林
業
生
産
、
林
業
経

営
の
理
論
と
実
際
を
身
に
つ
け
、
特
に
優
良
木
材
生
産
の
た
め
の
実
用
的
技
術
を
養

成
す
る
た
め
に
婦
人
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
。

木
材
は
良
材
と
一
般
材
の
価
格
の
ひ
ら
き
が
大
き
く
、
林
業
主
産
地
と
一
般
産
地

の
差
が
は
げ
し
く
な
っ
て
い
る
な
か
、
経
営
主
ま
か
せ
の
考
え
方
を
捨
て
て
、
家
族

三
九
九
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婦人林業教室

ぐ
る
み
の
体
制
づ
く
り
(
後
継
者
づ
く
り
)
の
時
期
と
考
え
、
ま
た
、
林
業
研
修
を
受

け
る
機
会
の
少
な
い
婦
人
に
、
林
業
技
術
士
養
成
制
度
を
設
け
て
基
礎
的
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
。

こ
の
技
術
士
教
室
は
、
枝
打
ち
の
実
際
、
間
伐
と
選
木
、
品
種
と
材
質
、
木
材
加

工
な
ど
の
課
程
を
受
け
た
者
に
婦
人
林
業
技
術
士
の
認
定
証
が
発
行
さ
れ
た
(
七
四

名
)
。
認
定
後
引
続
き
相
互
研
修
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
婦
人
林
業
研
究
会
を
結

成
、
そ
れ
以
来
毎
年
一
〇
月
中
旬
よ
り
翌
三
月
ま
で
月
一
̃
二
回
の
教
室
を
継
続
し

た
。
久
万
町
婦
人
林
業
教
室
は
予
想
以
上
の
反
響
を
呼
ん
で
新
聞
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
や
N
H
K
の
明
る
い
農
村
で
、
全
国
に
紹
介
さ
れ
、
以
後
、
昭
和
五
八
年
ま
で
続

い
た
。

四
〇
〇

七

久
万
材
に
ボ
タ
ン
材

昭
和
四
六
̃
四
七
年
ご
ろ
よ
り
奈
良
県
、
和
歌
山
県
な
ど
ス
ギ
の
優
良
産
地
に
変

色
材
が
多
く
み
ら
れ
、
市
場
で
材
価
に
影
響
が
あ
っ
て
、
こ
の
変
色
材
の
原
因
と
対

策
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
に
研
究
依
頼
を
し
た
。

京
大
で
は
主
要
な
全
国
の
ス
ギ
生
産
地
を
調
べ
て
み
る
と
、
程
度
の
差
は
あ
れ
各

地
に
変
色
材
(
ボ
タ
ン
材
)
を
確
認
、
昭
和
四
八
年
度
よ
り
国
の
学
術
研
究
助
成
課
題

と
し
て
認
め
ら
れ
四
国
で
は
上
浮
穴
地
方
が
対
象
地
域
と
な
っ
た
。

調
査
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
町
と
京
都
大
学
で
協
議
が
ま
と
ま
り
、
京
大
森
林
生

態
学
堤
助
教
授
、
森
林
経
理
学
森
田
助
教
授
、
熊
本
大
学
木
材
理
学
大
迫
助
手
で
調

査
班
が
編
成
さ
れ
、
地
元
か
ら
岡
譲
と
、
相
原
佐
加
雄
が
参
加
、
県
森
連
久
万
山
市

場
等
の
協
力
を
受
け
、
山
と
市
場
と
製
材
工
場
を
結
ぶ
実
状
調
査
が
一
か
月
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
各
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
木
材
の
調
査
、
実
際
山
林
の
立
木
を

四
〇
〇
本
程
度
伐
倒
し
た
も
の
を
み
て
も
、
久
万
地
方
の
ス
ギ
材
に
も
か
な
り
ボ
タ

ン
材
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
土
地
条
件
、
品
種
、
生
長
の
良
否
、

植
付
本
数
と
間
伐
の
時
期
、
風
の
被
害
、
雪
害
、
枝
打
ち
技
術
と
時
期
な
ど
色
々
な

問
題
と
の
か
ら
み
合
い
が
あ
る
こ
と
。
特
に
久
万
地
方
は
将
来
に
お
け
る
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
優
良
木
材
主
産
地
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
、
か
な
り
集
約
的
労
働
力
を
注
ぎ

込
む
施
業
を
一
貫
し
て
す
る
よ
う
指
導
も
し
て
い
る
だ
け
に
、
外
観
は
見
事
な
木
材

で
も
製
品
に
す
る
と
、
中
身
は
不
良
の
ボ
タ
ン
材
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う

す
る
か
、
専
門
の
立
場
か
ら
指
導
が
あ
り
、
こ
の
事
か
ら
町
内
に
ボ
タ
ン
材
を
つ
く



ら
な
い
枝
打
ち
技
術
の
再
教
育
が
行
わ
れ
た
。

入

中
核
林
業
振
興
地
域
育
成
事
業

昭
和
五
一
年
度
、
上
浮
穴
郡
全
域
が
県
下
で
初
め
て
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、

林
業
を
振
興
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
全
体
の
発
展
と
中
核
的
役
割
を
担
う
と
見
込
ま

れ
る
地
域
に
お
い
て
林
業
条
件
の
整
備
、
労
働
力
定
着
化
の
促
進
、
林
産
物
の
生
産
、

流
通
対
策
、
そ
の
他
諸
施
策
を
総
合
的
に
、
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
山
村
の
振
興

な
ど
、
地
域
の
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
事
業
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
林
事
業
、
保
育
、
除
・

間
伐
事
業
、
林
道
事
業
の
各
種
補
助
金
等
に
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
、
本
町
は
こ
の

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
昭
和
五
五
年
度
ま
で
に
二
六
団
地
、
九
七
七
〇
㌶
、
民

有
林
面
積
の
七
四
%
を
総
合
施
業
団
地
の
認
定
を
受
け
て
事
業
を
進
め
た
。
こ
の
事

業
に
よ
っ
て
、
町
内
森
林
の
整
備
(
作
業
道
、
除
・
間
伐
)
の
実
績
を
あ
げ
た
。

九

峰
越
林
道
開
通

六
〇
年
来
の
宿
願
、
三
か
年
で
開
通
す
る
。
温
泉
郡
川
内
町
と
久
万
町
大
字
直
瀬

を
結
ぶ
峰
越
林
道
梅
ヶ
谷
、
永
子
線
が
工
事
開
始
以
来
三
か
年
と
い
う
超
ス
ピ
ー
ド

で
開
通
し
た
。

川
内
側
林
道
の
難
工
事
と
標
高
一
〇
〇
〇
㍍
で
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
あ
り
な
が
ら
、

予
定
通
り
の
竣
工
と
あ
っ
て
、
関
係
者
、
地
元
民
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
開

通
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
寒
風
の
刺
す
中
を
両
町
の
小
学
生
に
よ
る
鼓
笛
隊

を
先
頭
に
通
り
始
め
を
行
い
、
直
瀬
中
学
校
体
育
館
で
は
、
国
会
議
員
、
県
出
納
長

を
始
め
関
係
者
三
〇
〇
名
を
招
き
、
開
通
を
祝
っ
た
。

第
三
章

林

業

こ
の
峰
越
林
道
開
設
は
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
昭
和
三
八
年
に
期
成
同
盟
会
が
結

成
さ
れ
運
動
が
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
五
一
年
九
月
、
事
業
化
の
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
県
営
事
業
と
し
て
、

三
か
年
で
開
通
を
み
た
。
道
路
延
長
一
六
四
九
㍍
、
総
事
業
費
二
億
五
〇
〇
〇
万
円

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
直
瀬
か
ら
川
内
町
へ
の
連
絡
も
山
道
を
歩
く
こ
と
か
ら
自
動

車
で
三
〇
分
で
結
ば
れ
、
林
産
物
流
通
、
日
常
生
活
基
盤
林
道
と
し
て
峰
越
の
役
割

が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
。

一
〇

久
万
町
製
材
業
流
通
懇
話
会
の
発
足

昭
和
六
〇
年
一
月
、
町
内
製
材
業
、
森
林
組
合
、
町
が
連
携
し
て

「
久
万
町
製
材

業
流
通
懇
話
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
今
ま
で
業
者
で
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
製
材
品
規
格

を
統
一
し
、
地
域
全
体
で
久
万
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
、
大
量
消
費
地
に
対
応
で

き
る
共
販
態
勢
を
整
え
よ
う
と
す
る
も
の
。
「
育
林
の
久
万
」

と
い
わ
れ
る
久
万
林

業
を
も
う
一
段
引
き
上
げ
る
た
め
の
活
動
と
し
て
期
待
す
る
。

町
内
に
あ
る
九
製
材
業
者
は
顧
客
や
販
売
面
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
持
ち
、
「
一

国
一
城
の
主
」

で
や
っ
て
き
た
。
製
品
に
す
れ
ば
売
れ
た
。
し
か
し
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
実
質
価
格
が
低
迷
、
時
代
に
即
応
し
た
共
販
で
な
く
て
は
や
っ
て
ゆ
け
な
い

と
の
危
機
感
が
漂
っ
て
い
た
。
業
者
間
で
機
が
熟
し
、
町
が
呼
び
か
け
た
懇
話
会
は

業
者
全
員
が
出
席
し
初
め
て
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
。
そ
し
て
一
月
一
回
の
定
例
会
を

開
い
て
学
習
を
始
め
た
。

事
業
は
①
久
万
材
の
加
工
、
流
通
に
関
す
る
調
査
研
究
、
②
需
要
拡
大
、
開
発
、

情
報
に
関
す
る
研
究
、
③
加
工
技
術
の
研
究
、
④
後
継
者
、
人
材
確
保
育
成
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

四
〇
一
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産
業
経
済

ま
ず
始
め
の
具
体
的
な
取
組
み
は
、
製
材
品
に
刷
り
込
む
統
一
マ
ー
ク
作
り
、
県

森
連
流
通
セ
ン
タ
ー
で
の
久
万
産
材
の
記
念
市
と
消
費
地
へ
向
け
て
の
流
通
開
発
の

た
め
、
同
年
九
月
よ
り
東
京
材
木
市
場
へ
も
毎
月
一
五
〇
立
方
㍍
の
一
般
材
を
継
続

出
荷
し
て
今
日
で
は
久
万
材
の
知
名
度
も
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
時
に
は
大
工
、
工
務

店
か
ら
声
が
か
り
も
す
る
。
業
者
間
で
違
う
多
様
な
取
引
き
先
な
ど
垣
根
は
ま
だ
高

い
。
し
か
し
久
万
材
の
ブ
ラ
ン
ド
作
り
の
た
め
の
民
間
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
や

ろ
う
と
い
う
意
識
統
一
は
で
き
た
。

一
一

雪

害

昭
和
六
二
年
一
月
一
二
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
の
降
雪
で
、
郡
内
の
森
林
で
木

が
倒
れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
た
。
被
害
面
積
は
六
〇
三
㌶
、
被
害
額
は
八
億
一

雪害で折れた杉

四
〇
二

〇
〇
〇
万
円
で
特
に
久
万
町
、
美
川
村
の
被
害
が
目
立
っ
た
。
こ
の
森
林
の
雪
害
は

約
二
〇
年
ぶ
り
で
、
林
業
不
況
に
悩
む
林
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
ま
た

間
伐
の
進
ん
で
い
な
い
森
林
ほ
ど
被
害
が
大
き
く
、
今
後
の
警
鐘
と
も
な
っ
て
い
る
。

県
松
山
地
方
局
久
万
出
張
所
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
郡
内
の
民
有
林
五
万
㌶
の
う

ち
被
害
に
あ
っ
た
の
は
一
万
八
〇
〇
〇
㌶
で
、
こ
の
う
ち
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
、

六
〇
三
㌶
。
内
訳
は
、
美
川
村
二
二
四
㌶
、
久
万
町
一
九
八
㌶
、
柳
谷
村
六
六
㌶
、

面
河
村
六
五
㌶
、
小
田
町
五
〇
㌶
。
ま
た
、
被
害
額
は
美
川
村
三
億
五
三
〇
〇
万
円
、

久
万
町
三
億
四
六
〇
〇
万
円
、
柳
谷
村
六
一
〇
〇
万
円
、
小
田
町
三
五
〇
〇
万
円
、

面
河
村
一
五
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
暖
冬
の
影
響
で
湿
っ
た
雪
が
一
夜
に
降
り
、
久
万
町
で
五
三
光
ソ
を
記
録
す

る
な
ど
、
近
年
ま
れ
に
み
る
大
量
の
積
雪
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
木
の
頂
部
に
大
量

の
雪
が
付
着
、
重
み
で
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
た
り
、
折
れ
た
り
、
曲
が
っ
た
り
し
た
。
久

万
で
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
、
下
畑
野
川
、
中
野
村
、
美
川
村
、
仕
七
川
な
ど
標

高
五
〇
〇
̃
六
〇
〇
㍍
の
山
林
。
間
伐
が
遅
れ
て
形
状
比
の
高
い
二
〇
年
̃
三
五
年

の
杉
に
被
害
が
多
く
、
密
極
の
た
め
将
棋
倒
し
の
よ
う
に
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
。

久
万
町
で
は
約
五
〇
万
本
(
二
万
五
〇
〇
〇
立
方
㍍
)
が
被
害
を
う
け
た
。
町
の
間

伐
材
の
年
間
出
荷
量
の
七
̃
八
割
に
相
当
す
る
量
。
林
業
不
況
で
間
伐
が
進
ま
な
い

た
め
、
こ
の
年
か
ら
町
独
自
の
除
・
間
伐
推
進
制
度
を
も
う
け
よ
う
と
準
備
を
し
て

い
た
や
さ
き
の
被
害
で
あ
っ
た
。

一
二

除
・
間
伐
緊
急
対
策
事
業

森
林
の
健
全
化
に
欠
か
せ
な
い
除
・
間
伐
を
促
進
す
る
た
め
、
本
町
は
三
ヶ
年

(
昭
和
六
一
̃
六
三
年
)
計
画
で
「
除
・
間
伐
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
た
。
町
独
自



の
除
・
間
伐
推
進
員
を
設
置
し
て
指
導
に
あ
た
る
一
方
、
除
・
間
伐
費
の
補
助
を
す

る
。
町
独
自
の
推
進
員
制
度
は
県
内
で
初
め
て
で
あ
っ
た
。

戦
後
続
け
た
造
林
で
人
工
林
率
は
九
〇
%
近
く
に
達
し
、
大
半
が
除
・
間
伐
の
必

要
な
林
齢
に
達
し
て
い
る
が
、
木
材
不
況
、
経
費
の
高
騰
な
ど
で
林
家
の
除
・
間
伐

意
欲
は
低
下
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
国
の
事
業
と
し
て
新
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業

な
ど
で
林
道
や
除
・
間
伐
の
補
助
を
し
て
い
る
が
、
実
施
面
積
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
状
況
。
町
は
国
の
制
度
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
単
独
事
業
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

町
で
は
、
既
に
県
が
委
嘱
し
た
間
伐
推
進
員
が
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
町
全

域
で
六
〇
名
の
推
進
員
を
置
い
た
。

推
進
員
に
は
、
町
内
の
林
研
の
リ
ー
ダ
ー
や
篤
林
家
を
委
嘱
。
林
家
へ
の
啓
蒙
、

助
言
や
間
伐
経
験
の
乏
し
い
林
家
の
個
別
指
導
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

林
家
も
今
ま
で
に
な
か
っ
た
町
単
事
業
だ
け
に
、
す
ぐ
対
応
し
、
事
業
に
取
り
組

ん
で
計
画
面
積
を
二
〇
%
も
上
廻
る
成
果
を
み
た
。
な
お
一
ヶ
年
の
町
費
一
〇
〇
〇

万
円
、
三
か
年
で
三
〇
〇
〇
万
円
を
当
て
た
思
い
切
っ
た
事
業
と
な
っ
た
。
こ
の
事

業
に
よ
っ
て
雪
害
等
に
強
い
林
作
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
大
き
な
雪
害
を

受
け
た
。一

三

ふ
る
さ
と
の
森
事
業

ふ
る
さ
と
の
旅
行
村
な
ど
観
光
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
今
、
一
つ
観
光

客
の
定
着
性
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
過
疎
の
町
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
眠
っ
た
ま
ま

の
町
有
林
を
活
用
で
き
な
い
か
と
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
の
が
山
林
の
共
同
経
営
。

町
有
林
の
役
割
は
、
以
前
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
基
本
財
産
造
成
と
治
山
、
治
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業

水
な
ど
公
益
性
の
確
保
等
の
使
命
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
財
産
造
成

に
し
て
も
、
地
域
社
会
の
た
め
の
水
源
か
ん
養
、
国
土
保
全
及
び
地
域
林
業
を
リ
ー

ド
す
る
林
業
経
営
技
術
や
、
労
働
雇
用
の
面
に
お
い
て
も
、
中
核
的
事
業
体
と
し
て

の
大
き
い
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
現
在
の
町
有
林
は
材
価
の
低
迷
、
賃
金
、
資
材
等
の
高
騰
で
、
以
前
は

町
財
政
へ
の
繰
出
し
を
し
て
い
た
も
の
が
で
き
な
く
な
り
、
逆
に
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
を
必
要
と
す
る
事
態
に
な
っ
て
お
り
、
町
財
政
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
新
し
い
財
源
を
摸
索
す
る
と
同
時
に
都
市
生
活
者
が
森
林
、
林
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
更
に
緑
の
ふ
る
さ
と
を
都
市
と
山
村
の
か
け
橋
と
し
て
、
相
互
の

交
流
と
連
帯
を
強
め
る
こ
と
が
、
本
町
の
山
村
振
興
対
策
、
特
に
観
光
開
発
に
大
き

な
期
待
を
よ
せ
て
、
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
事
業
を
実
施
し
た
。

昭
和
五
八
年
一
二
月
、
第
一
次
ふ
る
さ
と
の
森
、
三
四
・
九
九
㌶
五
〇
〇
口
を
契

約
、
予
想
外
に
好
評
を
博
し
、
定
数
を
越
え
る
事
態
に
な
り
、
都
市
住
民
か
ら
の
強

い
要
望
も
あ
っ
て
、
引
続
き
昭
和
五
九
年
三
月
、
第
二
次
ふ
る
さ
と
の
森
三
三
・
〇

人
㌶
、
三
八
二
日
契
約
。
そ
の
後
、
大
阪
近
畿
地
区
及
び
東
京
関
東
地
区
懇
談
会
を

開
催
し
た
時
、
会
員
の
方
か
ら
、
是
非
、
第
三
次
募
集
の
要
望
も
あ
り
、
九
・
九
四

㌶
、
一
〇
一
口
を
設
定
し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
者
が
殺
到
し
瞬
く
間
に
売
り
切

れ
、
昭
和
六
一
年
一
一
月
、
第
三
次
を
契
約
完
了
し
た
。

第
一
次
̃
三
次
の
総
日
数
九
八
三
日
で
一
口
出
資
額
三
〇
万
円
、
総
出
資
額
二
億

九
四
九
〇
万
円
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
出
資
金
の
三
分
の
二
を

「
久
万
高
原
ふ
る
さ
と
の
森
基
金
」
と
し
て
運
用
、

そ
の
益
金
で
今
後
二
〇
年
間
に
わ
た
る
対
象
林
分
の
維
持
管
理
を
進
め
、
残
り
は
財

四
〇
三



第
四
編

産
業
経
済

政
調
整
費
(
主
に
農
林
業
振
興
と
観
光
振
興
費
)
に
プ
ー
ル
し
て
継
続
的
に
利
用
す
る
。

こ
の
ふ
る
さ
と
の
森
事
業
は
直
ち
に
財
政
改
善
に
つ
な
が
る
規
模
で
は
な
い
が
、

長
年
資
本
が
固
定
さ
れ
る
林
業
経
営
の
資
金
の
先
取
り
有
効
活
用
で
、
林
業
の
泣
き

ど
こ
ろ
が
解
決
で
き
る
一
方
、
こ
の
ふ
る
さ
と
の
森
の
会
員
を
特
定
化
し
た
観
光
客

と
し
て
位
置
づ
げ
、
家
族
づ
れ
で
本
町
へ
訪
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
産
物
の
送
付
な

ど
、
計
画
的
生
産
、
と
り
も
な
お
き
ず
、
産
業
振
興
の
波
及
効
果
に
大
き
な
期
待
を

抱
い
て
い
る
。

四
〇
四
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